
九
月
議
会
報
告 

  

九
月
定
例
議
会
は
、
九
月
四
日
開
会
さ
れ
、
二
十
六
日
ま
で
の
二
十
三

日
間
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
平
成
十
八
年
度
の
一
般
会
計
・
各

特
別
会
計
の
決
算
認
定
と
人
権
擁
護
委
員
や
固
定
資
産
評
価
委
員
の
選

任
な
ど
人
事
案
件
、
そ
し
て
指
定
管
理
の
指
定
議
案
や
施
設
使
用
料
金
の

統
一
化
に
よ
る
条
例
改
正
な
ど
約
八
十
の
議
案
等
が
提
案
さ
れ
、
審
議
さ

れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
一
般
会
計
決
算
や
文
化
ホ
ー
ル
条
例
の
使
用
料

改
訂
案
に
反
対
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
中
で
、
入
札
な
ど
事
務
手
続
き
の
不
手
際
に
対
し
て
、
副
市

長
が
監
督
責
任
を
と
り
「
減
給
」処
分
（十
月
分
の
給
料
十
の
一
）
の
条
例
や

「
市
地
域
医
療
緊
急
対
策
事
業
基
金
」
の
条
例
制
定
な
ど
提
案
さ
れ
全
会

一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
十
月
の
郵
政
事
業
民
営
化
に
よ
る
下

水
道
条
例
の
一
部
改
正
は
、
審
議
中
、
議
案
内
容
に
「
誤
り
」
が
あ
る
こ
と

が
西
本
議
員
の
指
摘
で
わ
か
り
当
局
が
議
案
を
撤
回
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
二
〇
〇
六
年
度
（
平
成
十
八

年
度
）一
般
会
計
決
算
認
定
に
反
対
！ 

（
広
瀬
憲
一
議
員
） 

  

二
〇
〇
六
年
度
の
一
般
会
計
決
算
の
実
質
収
支
は
十
一
億
五
千
四
百
万

円
と
昨
年
に
続
き
大
幅
な
黒
字
決
算
に
な
り
ま
し
た
。
（
‘
〇
五
年
の
繰
越

金
は
、
約
二
十
五
億
７
千
万
円
）
又
、
十
三
の
特
別
会
計
も
合
計
九
億
八

千
百
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
黒
字
決
算
自
体
は
、
赤
字
よ
り

も
い
い
の
は
当
然
で
す
が
、
問
題
は
中
身
で
す
。
日
本
共
産
党
議
員
団
を
代

表
し
て
反
対
の
討
論
に
た
っ
た
広
瀬
憲
一
議
員
は
、
次
の
点
を
指
摘
し
ま
し

た
。 

 

＊
一
般
会
計
に
お
け
る
実
際
の
「
余
剰
金
」
は
、
実
質
収
支
の
十
一
億
五
千

万
円
、
基
金
積
立
金
に
二
十
二
億
千
万
円
（
う
ち
十
三
億
三
千
万
円
は
特

例
債
が
原
資
）
、
起
債
の
繰
上
げ
償
還
に
二
十
六
億
千
万
円
と
約
五
十
九
億

八
千
万
円
と
巨
額
に
な
る
。 

＊
当
局
は
「
行
政
改
革
の
成
果
」
と
い
い
ま
す
が
、
定
率
減
税
の
見
直
し
や

年
金
控
除
の
引
下
げ
、
六
十
五
歳
以
上
の
非
課
税
措
置
の
廃
止
等
で
市
民

税
納
税
義
務
者
も
約
二
千
五
百
人
増
え
、
市
民
税
は
九
・
一
％
（
約
一
億

八
千
万
円
）も
増
え
て
い
ま
す
。 

＊
一
方
で
、
「
三
位
一
体
」
改
革
で
地
方
へ
の
財
政
支
出
が
減
ら
さ
れ
、
地
方

分
権
と
は
反
す
る
財
政
運
営
が
強
い
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
「
課
別
枠
配

分
」
な
ど
で
予
算
を
切
詰
め
、
市
民
へ
の
負
担
強
化
と
サ
ー
ビ
ス
低
下
の
「
行

政
改
革
」を
進
め
て
い
る
。 

＊
投
資
的
経
費
（
建
設
、
改
良
事
業
等
）が
、
合
併
の
継
続
事
業
や
台
風
災

害
復
旧
が
終
わ
っ
た
と
い
え
ピ
ー
ク
時
の
三
分
の
一
以
下
（
二
十
九
億
円
）
に

押
さ
え
込
み
、
多
額
の
余
剰
金
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
健
全
な
財
政
運
営
を
す
す
め
、
市
民
生
活
や
福
祉
を
守
る
と
同
時
に

経
済
や
産
業
振
興
な
ど
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
予
算
計
上
が
必
要
で
な
い
か
。 

＊
そ
の
ほ
か
、
滞
納
金
の
一
般
・
特
別
会
計
の
合
計
は
約
十
億
円
に
な
る
。

国
保
会
計
と
住
宅
資
金
貸
付
で
全
体
の
五
十
％
を
占
め
る
。
払
え
る
国
保

険
税
に
す
る
こ
と
や
減
免
制
度
の
活
用
を
図
る
こ
と
が
必
要
。 

＊
総
括
的
に
は
、
二
〇
〇
六
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、
、
高
齢
者
や
低

所
得
者
、
障
害
者
な
ど
弱
者
へ
の
負
担
増
を
進
め
、
同
時
に
「
行
革
」
の
名

で
、
福
祉
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
切
り
捨
て
て
き
た
結
果
、
大
幅
な
余
剰
財
源

を
生
み
出
す
一
方
で
、
貧
困
と
格
差
の
是
正
、
地
域
経
済
と
く
に
農
業
・
商

工
業
な
ど
産
業
の
振
興
に
積
極
的
に
取
り
組
め
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
認

定
に
反
対
し
ま
す
。 

九
月
議
会
で
の
・
・
・ 

《
日
本
共
産
党
議
員
団
の
代
表
質
問 

 

西
本
嘉
宏
》 

 

七
五
歳
以
上
の
「後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」の
改
善
を 

（
問
）
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
す
べ
て
を
国
保
や
健
保
か
ら
脱
退
さ
せ
、

来
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
新
し
い
医
療
保
険
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
。
保

険
料
な
ど
住
民
に
知
ら
せ
、
引
き
下
げ
や
減
免
の
実
施
、
保
険
証
の
取
り

上
げ
を
や
め
る
こ
と
。
ま
た
、
広
域
連
合
の
運
営
問
題
な
ど
市
長
は
、
広
域

連
合
議
員
と
し
て
高
齢
者
を
守
る
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
。 

（
答
）
保
険
料
は
、
十
一
月
の
広
域
連
合
議
会
で
決
め
ら
れ
る
予
定
。
減
免

は
法
定
の
み
で
単
独
で
は
考
え
て
い
な
い
。
資
格
証
明
書
は
、
法
律
に
よ
り

交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
な
お
検
討
中
。
広
域
連
合
で
は
、
各
分
野

で
構
成
す
る
「
懇
話
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
又
会
議
録
な
ど
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
開
さ
れ
る
。 

 

「
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
」の
早
期
整
備
を 

（
問
）
医
療
体
制
の
整
備
が
取
組
ま
れ
て
い
る
な
か
、
柏
原
病
院
で
、
脳
神
経

外
科
医
が
大
学
医
局
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
が
、
特
に
、
産
科
・
小
児
科
の
集
約
化
で
、
過
重
負
担
と
な
り
十
二
月
か

ら
出
産
を
受
付
け
な
い
方
向
の
よ
う
だ
が
、
丹
波
圏
域
内
の
出
産
状
況
と

救
急
搬
送
の
状
況
は
ど
う
か
、
ま
た
、
出
産
救
急
搬
送
に
伴
う
受
け
入
れ

不
備
に
よ
る
手
遅
れ
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
緊
急
課
題
と
し
て
丹
波
圏
域
に

「
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
を
め
ざ
す
こ
と
に
つ
い
て
。
当
面
、

圏
域
外
で
の
出
産
に
交
通
費
や
宿
泊
費
な
ど
市
の
単
独
補
助
が
出
来
な
い

か
。 

〔
答
〕
産
科
集
約
化
に
よ
る
影
響
分
は
、
柏
原
病
院
、
隣
接
市
の
開
業
医
や

福
知
山
市
民
病
院
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
は
、
県
で
七
つ
の
圏
域
ご
と
に
一
箇
所
設
置
す
る
方
針
で
、
丹
波
圏
域

は
二
〇
〇
九
年
度
ま
で
に
整
備
す
る
と
し
て
お
り
、
篠
山
市
と
と
も
に
積

極
的
に
働
き
か
け
る
。
柏
原
病
院
の
分
娩
仮
予
約
の
受
付
停
止
は
、
今
回

市
の
事
業
も
考
慮
し
て
判
断
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
う
。
妊
婦
検
診
の
女
性

拡
大
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
交
通
費
助
成
等
は
考
え
て
い
な
い
。 

 

大
規
模
小
売
店
の
出
店
規
制
を
お
こ
な

い
地
域
経
済
を
守
れ 

 

〔
問
〕
丹
波
市
の
地
元
商
業
は
、
都
市
圏
が
形
成

さ
れ
て
い
な
い
構
造
的
問
題
が
あ
る
中
で
、
規
制

「
緩
和
」
と
経
済
の
失
政
が
直
撃
し
て
い
る
。
現
状

と
大
規
模
小
売
店
の
出
店
計
画
は
ど
う
か
。
地

元
商
店
街
は
、
「
地
域
の
共
有
財
産
」
で
あ
り
、
こ

れ
以
上
の
大
規
模
小
売
店
、
ま
た
、
大
規
模
集
客

施
設
の
出
店
を
規
制
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

ど
う
か
。 

〔
答
〕
丹
波
市
で
は
一
〇
年
で
一
五
八
店
減
少
、

販
売
額
七
十
四
億
円
減
少
し
て
い
る
。
市
内
で
は
、

「
大
店
法
」
が
廃
止
さ
れ
、
規
制
緩
和
の
「
大
店
立

地
法
」
以
降
は
一
件
も
立
地
し
て
い
な
い
。
一
部

に
大
規
模
店
の
出
店
が
噂
に
出
て
い
る
が
、
具
体

的
に
何
も
聞
い
な
い
。
大
規
模
小
売
店
の
う
ち
一

万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
大
規
模
集
客
施
設

は
、
改
正
都
市
計
画
法
に
よ
り
、
十
一
月
三
十
日

以
降
原
則
立
地
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 



《
一
般
質
問 

 

広
瀬
憲
一
》 

 
 障

害
者
自
立
支
援
の
応
益
負
担
の
軽
減
と
腎
臓
透
析
患
者
へ

の
支
援
を 

（
問
）①
重
度
障
害
者
医
療
費
に
つ
い
て
、
複
合
医
療
に
よ
り
透
析
患
者 

に
か
か
る
負
担
の
軽
減
を
行
う
よ
う
求
め
る
。
②
予
防
対
策
と
腎
不 

全
・
透
析
に
移
行
し
な
い
た
め
市
民
に
啓
発
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
。
③ 

自
立
支
援
法
に
よ
る
応
益
（
一
割
）負
担
に
対
し
て
、
す
べ
て
の
障
害
者
に 

独
自
の
減
免
制
度
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。 

（
答
）現
状
の
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
対
応
し
て
い
く
。
今
後
も
予
防
・治 

療
の
啓
発
に
つ
と
め
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。 

 

生
活
保
護
の
「適
正
化
」と
い
う
「受
付
拒
否
」
を
や
め
る
こ
と 

（
問
）
い
ま
、
全
国
で
悲
し
い
死
亡
事
件
が
起
き
て
い
る
。
生
活
保
護
の
申 

請
に
行
っ
て
も
窓
口
で
拒
否
さ
れ
る
。
厚
労
省
に
よ
る
生
活
保
護
に
関
し 

て
の
「
適
正
化
」の
も
と
で
、
申
請
書
類
す
ら
渡
さ
な
い
受
付
拒
否
（水
際 

作
戦
）
、
事
前
調
査
、
指
導
の
強
化
な
ど
行
わ
れ
て
い
る
が
、
①
生
活
保
護 

の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
申
請
書
を
渡
し
て
受
理
を
す
る
こ 

と
。
②
相
談
件
数
に
占
め
る
申
請
件
数
と
そ
の
率
は
ど
う
か
。
ま
た
、
「自 

立
自
助
」の
名
で
結
果
的
に
打
ち
切
り
が
、
「
ノ
ル
マ
」に
な
ら
な
い
よ
う
に 

す
る
こ
と
。
③
生
活
保
護
は
市
民
の
権
利
で
あ
る
こ
と
を
啓
発
す
る
こ
と
。 

（
答
）相
談
に
よ
っ
て
は
、
申
請
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る 

角
度
か
ら
伺
う
丁
寧
な
対
応
と
相
談
し
や
す
い
体
制
つ
く
り
を
し
て
い
く 

 

お
年
寄
り
の
介
護
保
険
に
市
独
自
の
支
援
を
求
め
る
。 

（
問
）昨
年
以
来
高
齢
者
に
対
す
る
急
激
な
増
税
に
つ
ぐ
増
税
は
、
大
変 

厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
特
に
介
護
保
険
料
は
、
第 

一
段
階
の
明
治
四
年
生
ま
れ
の
九
十
七
歳
以
上
五
十
一
人
の
方
へ
の
「
百 

歳
減
免
」を
考
え
ら
れ
な
い
か
。
介
護
保
険
会
計
に
は
、
二
億
四
千
万
円 

も
貯
金
が
あ
る
。
財
源
が
な
い
と
は
言
え
な
い
。
こ
れ
ま
で
地
域
に
尽
く 

し
て
こ
ら
れ
た
お
年
寄
り
を
大
切
に
す
る
政
治
こ
そ
必
要
。 

 

（
答
）現
役
世
代
が
保
険
料
を
払
っ
て
い
る
中
で
、
一
部
と
は
言
え
高
齢 

者
が
保
険
料
を
ま
っ
た
く
払
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
公
平
さ
を
欠
く
こ
と 

に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
減
免
に
つ
い
て
は
、
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を 

考
慮
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
検
討
い
た
し
ま
す
。 

 

 

丹
波
市
ご
み
処
理
場
建
設
問
題
― 

市
の
一
方
的
な
建
設
位
置
の
発
表
に
、
国
領
自
治
会 

 

な
ど
抗
議
！ 

「
白
紙
撤
回
と
再
協
議
を
求
め
る
」
議
会
請
願
に
、 

西
本
議
員
ら
三
名
が
紹
介
議
員
に
・
・
・ 

 
 

丹
波
市
は
、
九
月
二
十
一
日
、
突
然
記
者
会
見
を
行
い
、
一
般
廃 

棄
物
（
ご
み
）
処
理
場
の
建
設
位
置
を
「
建
設
委
員
会
」
の
答
申 

ど
お
り
、
野
上
野
自
治
会
に
決
定
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
隣
接
の
国
領
自
治
会
は
、
市
と
の
話
合
い
が
継 

続
し
て
い
る
中
で
の
一
方
的
な
発
表
に
、
「
断
固
抗
議
す
る
」
文
書 

を
二
十
三
日
付
で
、
辻
市
長
に
届
け
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
市
長
自
身
が
「
国
領
自
治
会
に
も
ご
理
解
を
頂
く
よ
う 

話
合
い
を
続
け
て
い
く
」
と
繰
り
返
し
強
調
し
て
き
た
だ
け
に
、
住 

民
の
切
実
な
声
を
無
視
す
る
も
の
で
抗
議
は
当
然
で
す
。 

丹
波
市
一
本
の
「
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理
場
」を
建
設
す
る
た
め
に
、

昨
年
来
か
ら
処
理
方
式
や
建
設
位
置
（場
所
）
の
選
定
に
取
り
掛
か
り
、
建

設
位
置
の
選
定
は
、
三
億
円
を
限
度
に
「
地
域
づ
く
り
交
付
金
」を
出
す
る 

 
 
 
 

こ
と
を
条
件
に
応
募
の
あ
っ
た
四
つ
の
自
治
会
か
ら
、
今
年 

 
 

 

二
月
二
十
八
日
、 

「
建
設
委
員
会
」
は
、
春
日
町
野
上
野
自 

 

治
会
の
申
請
地
を
妥
当
と
し
て
市
長
に
答
申
し
ま
し
た
。 

野
上
野
か
ら
出
さ
れ
た
申
請
地
は
、
旧
梨
狩
り
園
の
跡
地 

 
 

で
、
野
上
野
自
治
会
の
中
心
部
か
ら
離
れ
、
国
領
自
治
会
と 

 
 

の
境
界
で
、
直
近
に
国
領
自
治
会
山
王
集
落
が
あ
り
、
地
形 

的
に
も
水
は
国
領
側
に
流
れ
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か 

し
、
建
設
委
員
会
は
、
当
の
野
上
野
自
治
会
の
事
情
は
聞
い 

た
が
、
隣
接
地
国
領
自
治
会
に
は
、
な
ん
ら
の
意
見
聴
取
も 

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
市
の
公
募
条
件
の
「
ま
ち
づ
く 

り
交
付
金
規
則
」に
は
、
隣
接
地
も
考
慮
し
付
け
加
え
ら
れ 

た
「複
数
自
治
会
の
申
請
も
可
」と
し
て
い
な
が
ら
、
市
は
、 

「
声
か
け
」
や
「応
募
申
請
自
治
会
の
判
断
に
よ
る
」程
度
の 

指
導
し
か
し
て
お
ら
ず
、
問
題
を
大
き
く
複
雑
に
し
て
き
た 

責
任
は
重
大
で
す
。 

 

国
領
自
治
会
は
、
三
月
に
は
「再
検
討
」の
要
望
書
、
五
月 

に
は
「
白
紙
撤
回
」を
求
め
る
要
求
書
を
提
出
し
、
八
月
に
は 

予
定
地
近
く
に
「断
固
反
対
」の
立
看
板
も
出
し
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、
市
当
局
も
、
「山
王
地
区
も
ま
ち 

づ
く
り
協
議
会
に
入
っ
て
も
ら
う
」
事
な
ど
話
合
い
を
進
め
て 

き
ま
し
た
た
が
、
国
領
自
治
会
も
市
の
“
か
た
く
な
”
な
態
度 

に
「
白
紙
撤
回
」を
要
求
し
、
膠
着
（
こ
う
ち
ゃ
く
）
状
態
と
な 

っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
市
長
の
「理
解
を
求
め
る
努
力
を
続 

け
る
」
と
言
い
つ
つ
強
行
す
る
こ
と
は
、
重
大
問
題
で
す
。 

 

ご
み
処
理
場
建
設
は
、
隣
接
地
域
の
合
意
と
納
得
を
得
て 

 
 

進
め
る
べ
き
性
格
の
事
業
で
あ
り
、
事
業
主
体
の
市
と
し
て 

 
 

責
任
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
の
西
本
議
員
は
、  

 

三
月
議
会
や
六
月
議
会
の
一
般
質
問
、
議
員
全
員
協
議
会 

会
等
の
中
で
、
申
請
時
の
対
応
と
、
隣
接
自
治
会
へ
の
対
応 

な
ど
事
業
主
体
と
し
て
誠
意
を
持
っ
て
対
処
し
、
「強
行
す
べ 

き
で
な
い
」と
繰
返
し
主
張
し
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
市
の
一
方
的
な
強
硬
姿
勢
の
中
で
、
国
領
自
治 

会
は
、
「
建
設
用
地
の
決
定
を
白
紙
に
戻
し
、
再
度
協
議
す 

る
こ
と
を
求
め
る
」
請
願
書
を
九
月
十
九
日
、
市
議
会
議
長 

に
提
出
し
、
二
十
六
日
の
本
会
議
で
民
生
常
任
委
員
会
に
付 

 

託
さ
れ
、
閉
会
中
の
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
は 

進
修
校
区
柚
津
・東
中
・
棚
原
の
三
自
治
会
長
も
「趣
旨
賛 

同
」
と
署
名
し
て
い
ま
す
。
紹
介
議
員
は
、
日
本
共
産
党
議 

員
団
の
西
本
議
員
と
清
政
会
の
田
村
・
竹
知
議
員
で
す
。 

 

本
来
建
設
計
画
の
基
本
と
な
る
べ
き
処
理
方
式
は
、
昨
年 

八
月
二
十
五
日
、
検
討
委
員
会
は
、
「炭
化
方
式
」を
答
申 

し
て
以
来
、
市
当
局
は
「調
査
中
」を
理
由
に
一
年
以
上
経 

過
し
て
も
ま
だ
正
式
発
表
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
本
来
は
、
建 

設
位
置
決
定
の
前
に
決
め
る
べ
き
も
の
で
す
。 

去
る
九
月
二
十
六
日
の
「
議
員
全
員
協
議
会
」で
、
「六 

 
 

十
ト
ン
炉
一
基
で
二
十
四
時
間
稼
動
」で
あ
る
こ
と
を
明
ら 

か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
炭
化
方
式
に
よ
る
当
局
案
を
「
資 

 

料
」
で
説
明
し
た
も
の
の
、
そ
の
「
デ
ー
タ
ー
」
は
企
業
と
自
治 

体
の
内
部
情
報
と
や
ら
で
自
治
体
名
や
メ
ー
カ
ー
名
な
ど

を
匿
名
に
す
る
な
ど
情
報
公
開
の
流
れ
に
反
し
、
ま
と
も
に
検
討
で
き
な
い

「
資
料
」
を
議
会
に
提
示
し
て
お
り
重
大
問
題
で
す
。 


